昭和 5 3 年 夏季 催し 物 に つい て 


梅 丁 明 け 、 シ ー ズ ン に 入り ます が 、 シー ワー ルド 
客 様 に 


、 ご 来 園 の お 
ほし く お 過 し いた だ こう と 今年 の 牙 は 次 の よう な 催し 物 を 企画 
致し まし た の で お 知ら せい た し ます 


1. 水 の 彫 公 3. 磯 の 生物 タッ チン グ ュ コー ナー 

全日 本 水 の 位 の 実績 を 光 の 魚 ・ 磯 の 生物 ( ウ ィ ン ギ ンチ テ チャク) 等 、 
提 高山 研 侯 実 演 と 作品 て 親しん で いた だ 
展示 を 致し ます 。 
協 間 8 月 1 日 一 8 月 10H (年 前 1 回 、 年 後 1 回 ) 


人 

ー つ り 閉 びに 
風鈴 、 ウ な いま す 。 夏 の 込み 下さ い 。) 期 問 
1 日 を 間 な つか し い 株 日 気分 を 味わっ て いた だ 4 日 、5 日 、6 日 


く コ ュー ナー です 。 期間 7 月 30 日 一 8 月 20 昌 


鴨川 シー ワー ルド 動物 友の会 ニュ ー ス 


多数 の 皆様 に 御 吉 同 1 年 会 費 A 会 員 (大 人 ) 


3.000 円 


| 
| ー ワ ー ル ド オ ー プ ン 以 


いた だ き 、 会 員数 も 現在 で は 350 名 に 達し 、 拓 月 最 1.000 円 
終 圭 曜日 に 開催 いた し て いる 月 1 回 の 例会 もち おかげ 2 特 典 こ ょ に ょ り 入 
さき まで 科 況 の うち に お こ な わ れ て お り ま す 。 会 員 間 


集 は いつ で も 5 出札 窓口 で 受付 け て お り ま す の で この 
を お 待ち 申し 上 げ て お り ま す 
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@ ナメクジ ウオ 図 . 


⑨@ さ が な と は - 


時 々 、 皆 る ん か ら “きか な は どう し て きか な と いう 
の か ?7 と いう 質問 が あり ます 。 を そこ で きか な に つい 
て 簡単 に お 話し いた だ し まし ょ う 。 

久 の 字 は 一 般 に "きか な 7 と 読ん で いま す が 、 う 
ぎょ 7 上 読む の が 正しい 読み 方 で す 。 魚 を * き かなり 
と 読む 場合 は 当 用 滞 字 家 の 菅 訓 家 の 音 串 と 一 致し な 
い 間 作っ た? 読み 方 と いう こと に な り ま す 。 

航 も い う 字 を 韻 は 何と 読ん で いた の か を 調 さ て み 
ます よい な 7 と か いい を 7 いう を "上 読ん で いた よ 
うぅ で す 。 現 在 で も この 読み 方 は 吉 急 の 挽 と か 吉 魚 銘 
(小児 に 始め て 恋 向 を 食べ きせ る 億 式 )。 才 板 いひ まな" 
は 真 魚 、*" い だ 7 は 板 ) な ど で な と 使わ れ て いま 
す 。 ち な み に 触 の 事 を 薄 は 旭 旋 と 呼 ん で いま し た 。 

それ で は 、 坦 か ら さ か な と は 何 を 指し て 呼ん で い 
た の で し ょ うか 。 日 本 で は 用 の 字 を “きか な と 読 
み ま す 。 こ の 語 原 を 探っ て み ま す と 灯 物 以外 の 濃 食 
物 の 事 で 、 本 来 は 酒 に 徐 え る も の の 意 で “さか な 7 
は 酒 、* な ? は 魚 また は 楽に 通じ ます 。 そ を こ で 、 こ の 
鶴 に し て 主流 を な し て いた 物 の 歴史 を 調 で て み ま す 

前 敵 代 の 酒 変 で は 、 牙 と し て 服 


と 、 平光 時 代 か ら 
RC ke 


飾品 や 武器 な ど が 使わ れ て いた よ う で す 。 安 王 桃 語 
時 代 に は 歌 直 算 端 を 濡 従 こ ぁ こも 疹 じ る 各 が 流行 
歌 語 押 証 の 演技 が 酒 の 逢 と し て 使わ れ まし た 。 
時 代 中 電 に な る た 社交 的 な 変 会 が 放 ん え に な り 、 吹 議 
舞踊 は 環 泉 の 吹 厩 、 将 簡 傍 に 代 泊 き せ 、 酒 の 逢 と い 
を ば 主人 自身 が 漁 録 し た も の や 、 箕 来 の 珍品 、 海 の 
宰 、 山 の 率 な どの 忌 太 くし の 物 を 指す よう に な り ま し 
た 。 そ れ ま で は 仙 索 な 沙 物 で あっ た 副食 物 の 区 業 み 
や っ と 攻 の 詩 流し なり 、 拓 矯 、 引 基 、 取 着 な ど 日 本 
料理 の 作法 6 生ま れ ま し た 。 そし て 味 党 上 、 魚 介 類 
が 主 用 きれ る の で 、 る か な と いえ ば いつ と は な く 急 
類 を 指し 、 放 類 の 異名 に な っ た と 考え られ て いま す 
京都 方 面 で は 今 で も 「 う お 」 と 「 る きか な 」 を 区 別 し 
て 正しく 使い 分 け て いる 信達 が いる そう で す 。 また 、 


外人 外 免 典 央 色 $ あま 


サンショウウオ 


効 児 が る か な の こと を "お と と "と 呼 玉 の は 、 酒 を 注 

ぐ 時 に "オッ トッ ト " と いう の を まね だ 、 有 有 を ね だ る 
幼児 語 が 原義 と も いわ れ て いま す 。 “きか な " は 魚 
の 俗称 で あり 、 “る さかな" は な ぜ ダ "さかな" と 呼ぶ 
の か 、 理 解 で きた 所 で 分 類 学 の 魚 に つい て 、 ち 話し 
い だ し ましょ う 。 ナメクジ ウォ と か サン ショ ウ ウ オォ オ 
は 、 了 類 で し ょ うか ? 岡 方 と も 名 前 の 最 繁 に ウオ が 
付い て いま す が 『、 2 ジッ オ は 無 容 槍 動物 か ら 疹 
椎 動物 へ の 移行 肝 で 、 符 第 の み で 疹 殺 も 頸 特 ちな い 
放 雪 動物 の 人 間 で あり 、 サ ン シ ョ ウ ウオ は 容 槍 動物 
で す が 、 カ エル ト 向 じ 商 楼 綱 に 属 し 、 共 に 仏 類 で は あ 
り ま せん <( 図 1 参 照 ) 

一 般 に 急 類 ほほ 奏 動物 中 、 最 も 古い 時 代 に 出現 
し 、 原則 と し て 水中 に 棲み 鯉 で 呼吸 し 、 周 囲 の 則 度 
で 体温 が 変わ り 、 5 本 の 指 の ある 四肢 を 持た ず 鮨 を 
持ち 、 卵 を 産み 、 皮 膚 に 角 が ある 動物 の 呼び 名 で す 。 
この よう な 広い 意味 で の 魚類 (Pimces) と 言う の は 、 
両 棲 綱 、 座 皇 綱 、 公 綱 、 曲 字 綱 を 包 合 する 大 動物 本 


"上 ジュラ 引 か 6 現在 


本 
aeeig 


加 欠 物 TETRAPODA 


シル リア 紀 か ら 二 和紀 


虹 在 の 円 昌 の 合 は 化石 
Mn オケ ド ビ ピス (Ordkicse) 


We 


図る. 敬 槍 動物 系 続 回 


の 四 足 動物 (Tetrapoda) に 匹敵 する 大 き な 群 と い 
うこ と に な り ま す <( 較 2 参照 

し か し 、 数 俺 年 に も わ だ る 魚類 の 歴史 に 現われ た 何 
万 種類 も の 旋 類 を 調べ て 行き ます と 、 あ まり に も か 
けり 離れ た 体制 を 持っ て いる た め 広 義 の 人 類 か ら 無 須 
類 を 除い た も の を 魚類 と 呼ん だ り 、 ま た 、 き ら に 狭 
い 意 味 で は 、 サ メ や エイ の 仲間 の 軟 視 釣 を 除い た 
逢 池 の 他 骨 の み を 怒 類 と 呼ん だ りす る こと が あり ま 
す 。 硬骨 魚 の 仲間 は 現在 、17.600 種 (30.000 種 以上 
と いう 人 も いる ) で らい あり 、 大 部 分 が 案 鮨 類 に 属 
し ます 。 条 鱗 類 は 久 化 の 途上 に 2 つの 佑 
た 考え られ て いま す 。 こ れ は イワ シ 類 ( ニ 
理 ) と スズ キ 類 ( 多 群 ) に 代表 され て り 、 2 衣 笑 
の 中 間 に 類 線 関 係 の 明らか で な い 中 性 急 群 を 入れ 、 
大 きく 3 グル ー プ に 分 類 し て いま す 。 淡水 角 の 大 部 


分 (コイ 類 、 約 3.000 種 、 ナ マズ 類 、 約 2000 種 ) は 、 


第 一 群 の ニシ ン 処 群 に 属 し 、 海 水 魚 の 大 部 分 は 第 三 
群 の スズ キ 急 群 ( 約 7,500 種 ) に 属し ます 。 

これ で 魚類 の 分 類 学 に つい て の お 話し は 終り ます 
が 、 急 の 種類 は 毎年 化石 種 も 合 め 、100 種 以上 も 発見 
きれ 続け て お り ま す の で 、 発 達 役 階 の 過程 に つい て 
は 、 色 々 な 学説 が あり 定 っ て いな いと いっ て よい で 
し ょ う ょ < ( 簡 原 記 ) 


表紙 説明 
長い 鮨 を 持っ た 急 、 イ ト ヒキ アジ Alectis Cilars の 急 魚 


eg ac 


魚 に は 音 條 、 胸 交 。 取 祭 、 衝 氏 、 を し て 尾 餅 の 5 つ 
の 骨 が あり ます が 、 そ の 形 は 、 魚 の 種類 に よっ て 
色々 と 変化 し て いま す 。 イト と キア ジ も 変 ち 者 の 
一 季 で 、 秒 拓 基 か ら 革 大多 所 の 、 背 錠 と 才 巡 を 
泉 状 に 長く 伸ばし 、 実 に 優 狼 に 丈 い で いま す 。 こ の 
鮨 を 長く 伸ばす 理由 は 、 は っ きり 判っ て いま せん 
が 、 実 際 の 体 よ り 数 倍 大 きく 見 せ て 、 他 の 魚 に 食 
で られ る の を 防い で いる の ヵ も 知れ ませ ん = ( 簡 原 記 ) 


人大 記 和 を 下 新 中 の アン コウ 
トビ ックス 


@ 黒 を 釣る 鱗 !? アン コウ 

テン ュ ウ は 日 本 傍 衝 で は 薇 園 浴 汰 か ら 害 艇 常 品 に 
か け て 、 数 100 m の 海 許 に 住ん で いる グロ テス ク な 
で す 。 ア シュ ウ と いう 名 前 は 笠 き ん 6 一 
だ た こと が ある と 思い ます が 、 そ れ で は 生 
ー と いう と 、 こ の 急 は 水族 稚 で 久 疹 
を 試み て も 1 一 2 週間 で 死ん で し まう ほど 飼育 が む 
ず か し い 租 類 で す の で ほとん ぼ の 人 は お目にかかっ 
だ た こと が な いこ また 思い ます 。 肖 舘 で は 1974 年 か ら 
テン シュウ の 回 育 に 坂 り 組ん で きま し た が 1978 征 2 月 
に 日 本 で 初め て 誠人 伯 荷 に 成功 し 、 4 月 より 一 般 状 
仙 を 始め まし た 。 現在 、 全 と し て イワ シ を 与え て い 
ます が 、 こ こ で は 一 衝 有 っ た アン ュ ウ の 人 郁 の 食べ 方 
に つい て 縮 先 し て み ま し ょ う 。 

示 構 内 の アン ュ ウ は 、 時 々 大 き な 目 を キョ ロキ ョ 
ロミ 動か す 以 外 は ほとん ど 動 く こ と が 見 られ ませ ん 
の で 死ん で いる の で は ? …… と 章 放 え られ る こよ が 
あり ます 。 し か し 、 仙 の イワ シ を 見 つけ る と 、 順 の 
上 に ある 釣り 芋 の ょ うぅ な 音 び れ を 既 ん に 振り 始め ま 
す 。 し か も 藻 び れ の 振り 方 は 決し て 一 定 で は な く 、 
大 きく ゆっ くり と 振っ た り 小 敬 み に 如く 振っ だり し 
て だ くみ に イワ シ を き そい ます 。 を し て 振ら れ て い 
る 脊 びれ を 錠 だ と 既 菩 いし て 近づい て 米 た イワ シ を 
目 に も とまら の 如き で 礁 込ん で し まい ます 。 欧 迷 で 
は 、 こ の よう に 突っ た 暫 株 を もつ アン ュ ウ の こと を 
アン グラ ー フ ィ ッ シュ ( 魚 を 釣る 魚 ) と 呼ん で いま 
す 。 ( 福 一 記 ) 


